
水道事業会計決算 
 

（１）水道事業会計決算額 

          収入決算額   支出決算額     差引額 （単位：億円） 

  収益的収支    ５４.９  －    ４８.２   ＝     ６.７      【税抜】 

 資本的収支     ６.０  －    ２１.５  ＝  △１５.５    【税込】 

 

 

（２）収益的収支の状況 

令和４年度の収益的収支の総収益は
54.9億円で前年度に比べ 0.8億円の増加と
なりました。これは、給水収益が減少した
ものの、雑収益が増加したことによるもの
です。 

また、総費用は 48.2 億円で前年度に比
べ 0.5 億円の増加となりました。これは、
資産減耗費や事業活動全般の費用である総
係費が減少したものの、原水及び浄水費、
配水及び給水費や減価償却費が増加したこ
とによるものです。 

この結果、当年度純利益 6.7 億円の黒字
決算となりました。 
 
 
 
 

（３）資本的収支の状況 

令和４年度の資本的収支の収入は令和
５年度へ繰り越される支出の財源に充当す
る額 0.5 億円を含め 6.0 億円で前年度に比
べ 1.4 億円の減少となりました。これは、
工事負担金や他会計負担金が減少したこと
によるものです。 

また、支出は 21.5 億円で 1.5 億円の増加
となりました。これは、固定資産購入費が
減少したものの、設備改良費が増加したこ
とによるものです。 

この結果、令和４年度の資本的収入から
0.5 億円を除いた額から資本的支出を差引
いた資本的収支不足額 16.0 億円は、施設な
どを更新するために蓄えた損益勘定留保資
金等で補てんしました。 

 
 
 

 

（４）企業債残高の状況 

 令和４年度は企業債 4.6 億円を借入れ、
5.6 億円を償還したことにより、企業債残
高は 35.0 億円となりました。 
 償還額に対して借入額が少なかったこと
から、企業債残高は前年度より減少してい
ます。 
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※  令和元年度、令和 3 年度、令和 4 年度の不足額は、翌年度へ繰越し

た工事の支出に充てる収入額を除いた資本的収入額から資本的支

出額を差引いた額となり、資本的収支の差引額とは異なります。  


